






　期間：3月 23 日～ 3月 28 日



















































































































































































































































































































































　3/23（水） 16：30 ～ 18：00　第二陣全体引き継
ぎの続き，薬剤師との引き継ぎ．
　3/24（木） 8：30 ～ 15：40　山田南小学校内の
薬局で調剤，在庫整理，小児科外来
への必要な薬の提供．




　3/25（金） 8：30 ～ 15：00　山田南小学校内の
薬局で調剤，在庫整理，小児科外来
への必要な薬の提供．
 15：00 ～ 15：10　薬局内ミーティン
グ．
　3/26（土） 9：00 ～ 7：00　山田病院薬局．
 18：30 ～ 20：00　山田地区医療救護
班連絡会議出席．
　3/27（日） 9：00 ～ 12：00　山田病院薬局．













































　活動期間：平成 23 年 3 月 23 ～ 28 日（現地活動：




































































































































































































































































































































































　【活動期間】平成 23 年 3 月 23 日～ 28 日
　【活動時間】8：00 ～ 17：30























































































































理  ⑨隊のスケジュール管理 ⑩メディア，有識者
への対応 ⑪物資の仕分け，整理 ⑫隊員の安否確
認 ⑬患者さん向けお風呂サービスの交通手段確
保 ⑭その他診療行為に関わらない業務
　感想
　余震が続き正確な情報も乏しい中，困難と分かっ
て救援隊に志願したにも関わらず，なすべき事を想
像が出来ず意欲とは裏腹に，不安を感じながら現地
に赴きました．しかし，実際に被災地に足を踏み入
れ，まず目にした事は，先陣チームの奮闘ぶり，そ
して職種に関わらず山積していた，やらなければな
らない多数の問題でした．
　こうした状況下で，問題の可視化や工程のルーチ
ン化を図り，救援活動を効率的に運用する仕組みを
構築でき，事務として微力ながら被災者支援の一助
を担えたと感じています．
　また，現地のニーズ，状況は刻一刻と変化する
為，必要な情報を収集し，隊員や大学本部に正確に
伝達すると共に，今後の方向性を提案しなければい
けないと言う責任の重さに，活動中は常に緊張し続
けていました．その為，大学に戻った時には重圧か
ら解放され，4陣の救援活動が続いているも関わら
ず，ホッとしてしまったと言うのが恥ずかしながら
率直な感想でした．
　ただ，被災地での本部活動を全う出来たのは，自
分一人の力では無く，ひとえに 3陣メンバー皆が協
力し合えたおかげでした．一人では出来ない問題を
チーム一丸となって協力しあえたからこそ，被災地
での医療救援活動を全う出来ました．
　最後になりますが，今回の救援隊への参加を許可
し，自分が抜けた穴を補い業務を行ってくれた同
僚，並びに活動を支えて頂いた教職員，学生，全て
の方々に感謝を申し上げます．皆さまのおかげで，
至誠一貫の精神の元でチーム医療の一翼を担えた事
に誇りを感じ，救援活動に専念する事が出来まし
た．これからも，自分に出来る支援を続けていき，
次に山田町を訪れる際には，皆が心身ともに元気に
なり，復興している姿が見られる事を祈念したいと
思います．
薬学部 4年
黒岩　亮平
　活動内容
　3月 23 日（水）
　山田病院にて第 2陣と情報の引継ぎ．
　3月 24 日（木）
　午前：善慶寺に医師 2名，看護師 1名に同行して
診察の手伝い（Medical Report への記載，血圧測
定，薬袋作成，医薬品鑑査，服薬指導など）．一旦，
山田病院に戻り薬袋などの不足備品の補充．山田北
小学校に医師 1名，看護師 1名に同行して診察の手
伝い（薬の取り出し，カルテの検索など）．
　午後：善慶寺に研修医 1名に同行して午前中渡せ
なかった医薬品の配布．診察の手伝い．
　3月 25 日（金）
　午前：山田北小学校に医師 1名，看護師 1名に同
行して診察の手伝い．
　午後：入浴場の視察．山田病院にてカルテの集計
や薬袋作成，服薬指導．山田南小学校にて医師会の
ミーティングに出席．
　3月 26 日（土）
　午前：山田南小学校にて医薬品の在庫管理やデー
タベースの作成．
　午後：同様に在庫管理，データベースの作成．調
剤や服薬指導の見学．薬局内ミーティングに参加．
　3月 27 日（日）
　午前：山田南小学校にて医薬品の在庫管理，デー
タベースの作成．
　午後：午前同様．
　薬剤師ではなく学生だったが，やれる事は多かっ
た．山田病院出発前は，看護師と医薬品の在庫
チェックや備品の補充など荷物準備を行った．山田
北小学校では，カルテの検索や医師からの医薬品の
名前に関する問い合わせに医薬品集を用いて対応，
薬のピッキング，Medical Report の補充など雑務
全般を行った．山田病院に帰着してからは，その日
に診察した患者さんのカルテを集計した．
　パソコンの扱いにある程度慣れていたので，山田
南小学校では Excel を用いて医薬品の在庫管理を
行った．また，医薬品のデータベースの作成を手伝
わせていただいた．
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　感想
　第 3陣唯一の資格を持たない学生だったので，他
の医療スタッフの足手まといにならない様に，患者
さんの不利益にならない様に一生懸命活動させてい
ただきました．実務実習前に現場で活動出来たのは
本当に貴重な経験でした．また，実務実習前だった
ので先入観にとらわれずに何が出来るのかを自分自
身で考え行動出来たと思います．その一方で，服薬
指導をさせていただいた際に，もう少し詳しく説明
が出来たのではないのかと思う場面があったので，
今後の実務実習を通して改善していきたいです．
　救援活動に参加する 1月前にインドのマザーテレ
サ施設にてボランティア活動をしてきました．そこ
で得た経験が少なからず今回の被災地での救援活動
に活かされていると感じています．そして，この救
援活動での経験も今後の実習や生活で活かしていき
たいと思います．
　なお，今回の活動では，引継ぎの時間が短く活動
内容に不明な点が多少あったので，半日でも同じ作
業を通して引継ぐことが出来ればよかったのではな
いのかと思いました．
